
 

主催 同志社大学経済学部 

共催 京都大学経済研究所先端政策分析研究センター 
同志社大学経済学会 
同志社大学ライフリスク研究センター 

2011 年 

５月１４日 （土） 
13：00-16：00 

同志社大学室町キャンパス寒梅館
「ハーディーホール」 
602-0023 京都市上京区烏丸通上立売下ル御所八幡町 103 

京都市営地下鉄（烏丸線）今出川駅②番出口 より約 100m 

市バス 201・203・59・102 系統「烏丸今出川」より約 300m 

 パネリスト （敬称略・順不同）  

京都大学経済研究所所長・教授  

矢野 誠 （マクロ・国際） 

京都大学経済研究所（先端政策分析研究センター）准教授 

上田 淳二 （財政） 

同志社大学経済学部教授  

伊多波 良雄 （地方財政） 

同志社大学総合政策科学研究科教授 ITEC 副センター長 

山口 栄一 （電力・原発） 

日本科学技術振興財団・常務理事 

吉田 浄 （企業行動） 

コーディネーター 

同志社大学経済学部教授 八木匡 

未曾有の被害をもたらした東日本大震災は、原発

問題・電力不足問題と危機が今なお進行している。

震災復興の問題と共に、これらの問題に対して、

大学の場において議論を広げていき、問題解決を

進めることの社会的意義は大きいと言えよう。 

本シンポジウムを通じて、問題を本質的に理解し、

適切な政策決定を行うための議論を行う。 

〈お問合せ先〉 
同志社大学経済学部シンポジウム事務局（ライフリスク研究センター内） 

Tel：075-251-3728  Fax:075-251-3727  
emai l : rc-r isk@mail .doshisha.ac. jp 
ht tp: / /www.econ.doshisha.ac. jp/  
ht tp: / / l i fer isk.doshisha.ac. jp/  

事前申し込み不要 

参加費無料 


